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　Physostigmin，　Prostigmin系統の薬剤が強力な抗ChE
作用のあることはLoewii）の実験以来知られている。しか
しその作用は可逆的であってこれが酵素化身的研究におい
てもいろいろと考察を繁雑にしている。最近燐酸のEster
が抗ChE作用を有することが知られ新しい系統の抗ChE
剤としてAlkylphosphateが用いられるようになった。こ
の大きな特徴としてはその作用が不可逆的なことで薬剤の
濃度と抑制の度合とは広い範囲内で直線1勺関係｝こあり，一
弐反応の特徴に従うといわれる。これ等の外にもChE作
用を抑制されると報告されている薬剤は，非常に数多くあ
る。著者は日常小児に使用する種々の薬晶がゴ匪清ChEに
如何なる作用を及ぼすかを試験管内にて実験した結果，
Vagostigminの外に抗Hi眈amin剤も入∫1血清ChEに対し
抑制作用のあることが解ったのでこれを家兎に接種し，そ
の血清並びに2，3臓器のChEの態度につき実験を行った。
実瞼方法
　ChE活性度測定は前報同様Hesterin一宮i｝［奇氏法を用い，
人血清は5倍稀釈，家兎血清は4倍稀釈液それぞれ1，0cc
を用いてヨミ井に従い人血濤に非特異的，ChE家兎血清は特
異的ChEとして基質濃度をそれぞれ0．025　M，0．0025　Mと
し，pH　7．4にて30分間温浴後直ちに冷却して酵素反応を
中絶し，特異的ChEは2．Occ，非特異的ChEは0，5　ccを
とり呈色に供した。またAch標準液は第一化学の塩化Ach
を化単天秤にて測量使用し，よってこれに対する検量曲線
を新たに作製した。また比色は光電比色計を用い波長450
mμにて測定した。次に．各臓器については一宗部位LOgを
とり乳鉢にて睡砕し，pH　7．4の燐酸緩衝液を加えその1．0
cc当り組織0，125　g混入の割合で20時間氷董にて抽出後
3，000廻転30分間遠心沈澱を行い，その．上清1，0ccを実験
に供した。また交献に従い家兎の肝，心，脾は非特異的
ChE。大脳，腎は特異的ChEとして突験した。但し大脳
ChEは活11生度が幽しく高いためその半監の0．5　gを用いて
実験を行った。
　　　　　　　　　　実験成績
　　噛
　第1図は各種薬物即ちHormon剤，強心剤，抗Hista－
min剤，自律神経に作用する薬物，その他につき注射用ア
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ioo宕
第1図・各種薬品によるChE抑制試験
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ンプレの含有量が正確なものとしてその稀釈液を用い，対
照即ち人血清ChE活1性度を100％とする時に各薬品を添
加して，活性度が如何に変化するかを表示したもので，
Vagostigminの外に抗Histamin剤，　Imidalinが特に高
度の抑．制を示している。
　第2図Aは，・同じ構造式を有する抗His七amin剤たる
RestaminとBenadrinを稀釈して各濃度における抑制度
を示したもので両者ともva　8×10『3Mにて殆ど100％の抑
制を示し，8×10－7Mにて抑制作用がなくなっている。
　第2図Bは，Res七aminと同じイ乍用を有するが構造式上
．Sを有する抗Histamin剤のAnergenを用いて同じく抑
制度をしらべたものでRestaminと同じく’8×10『3　Mに
て殆ど抑制され8x10『7M．にてほぼ抑．制作用がなくなって
いる。
　e9　3図はImidalinによる血清ChEの抑制態度を示すも
ので2×10－2Mにて殆E“　90％の抑制を示すが2×10－3M
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られない。
　第1表は西沢37）のいう如くVitamin　B1がChEを抑制
するか否か試験管内 て実験したところ，本比色法にては
殆ど判然とせず，よってAmmon寸法により活性度の態度
をしらべたところ，この検圧法によっても極く軽微の抑制
しか示さなかった。　　．
第1表V・B1によるChE抑制試験
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ImidalinによるChE抑制試験
　第4図AはVagos七igminの人血清並びに家兎ぜ圧清に対
する抑制成績を示したもので，人」カ1清では7×10一4Mにて
殆ど95％の抑制を示し，1．4×10－6Mにて抑制作用がなく
なっている。また家兎に：おいても7×10『’4　Mにて殆ど100
％の抑．：馴を示し，L4x10『ti　M　lこて漸く抑制fl三用が見られ
ない。
　第4図BはRestaminの人血溶及び家兎血清に対する抑
・制度の比鮫成績であるが，人血清では8x10－3Mにて殆ど
100％の抑．制を示し，8×10－7Mにて抑制作用がなくなっ
ている。家兎血清についても8×10　3Mにて約90％の抑
倒を示し，8×10－7Mにて完全に抑制f乍用が見られない。
しかるに8×10－4Mでは入1血清で75％¢）抑制を示すに反
し家兎血清では同濃度で30％しか抑’制を示さないのが異
なっている。　　　　　　　　　　　　・
　笥5図はVagostigmin　1．O　ccをイ本II「〔2．5　kg前後の成熟
家兎に注射した場合の工立L清ChE値の変動を時闇を追って
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　　　する態度
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第2表　正常家兎血津｝ChE値／0．5　cc
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第3表　正常家兎臓器ChE値／0．25　g
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第5図Vagostigmin注射時…における
　　家兎血清ChEの時…闘rl勺変動
示したもので1～2時開にて引明な活性度の減少を示して
いる。
　第6図は同じ：く2．5kg前後の成熟家兎にRestaminを
当応10mg注射した場合の∫丘L清ChE値を1博聞を追って示
したものでVagostigminの時とは反対に注射後1～2時間
で10～40％の活性化が見られ3～4時・間でほぼ注射前の値
に戻っている。
　第2表は正常家兎血清ChE活性度を示したもので最大
1．68，’k小O．96，平均1．32±0．21であり人1肯L満に比べて非
常に活性度が低い。
　第3表は正常家兎臓器ChE活性度を示したもので大脳
???
CkE?
　／601陛?
　ア40
?
????
斎儂箒1
　　腎
／20
700
，80
60
???
4．2
3．O
O．96
’o
　　　lg；，　rti”1　2　t・　・・　3・・一　4””　5一　t・
第6図Restamin注射持における
　　家兎通L清ChEの時間的変動
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においては他臓器に比し，著しく高い活性度を示し，特に
大脳髄質において著明である。
　成熟家兎にRestamin当肝30　mgの大量を注射せると
ころ，その活性度の変化は非特異的ChEにおいては第7
図に示す如く30分後において活｛生度の抑制を示し，特に
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第7図Restamin注射時における
　　　非特異的ChEの変動
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第8図　Restamin注射時における
　　　特異的ChEの変動
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肝，心においてその抑制が著明Cあった。これが120分後
においては何れの臓器においても正常値に復帰している。
　一方大脳，腎のいわゆる特異的GhEを含有する臓器で
は前者の非特異的ChEにくらべ活性度が高く，これに抗
His七amin剤を注射した場合は第8図に示す如く，大脳に
おいては30分後に髄質，皮質ともに活性度の増加を示し，
120分後においてほぼ正常値に近ずいている。これに反し
腎においては殆ど活性度の変化は見られなかった。
考 按
　筋肉，神経問の血戦伝導がAchによって化学的に伝導さ
れることが判明して以来多くの単者により神経生理単的の
見地から研究が進められていることは周知のことであり，
このAcbの重要牲に関連してその分平乗酵素であるChEに
関してもまた多くの業蹟がある。ChEは生体内に広く分布
する酵素原であるが特に生体内におけるAch代謝に霊要
なる関係を有するものは特異的ChEであり，それ故に特異
的ChEを多量に含有する脳神経系列における研究が注目
されていた。．これがために従来は非特異的ChEを含有
する血清並びに肝においてはAch代謝の意義は少ないと
されていたが，1951年のPhysislogical　Review　t／こよる
とWhittaker’］s）はChEの特異性に関し最早明確に両者を
区別することは困難であり，非特異的ChEも旧る神経組
織即ち交感神経節に認められ，また注射した非特異的ChE
が生体内においてAcb代謝に応ずるように変化すると述べ
ている。ここにおいて再び血清ChEの意義が新しくill　！9
され臨床的な立場からもこれが詳細なる研究が進められる
べきものと考えられる。　　　　　　　　　　　　Si
　著者は点々の薬物を用いてそのChE作用に及ぼす影響
を試験管内にて突験し，その中著明な変化を示したものに
つぎこれを家兎に注射してその変動をしらべたが，これら
の成績について少しく検討を試みて見る。
　1）各種Hormonの血清ChEに及ぼす影響：Antopol
ag3”）は甲状腺機能充進時には人血清ChEは増加し，反対
に粘液水腫では滅少するといい，Mendel等40）は大黒鼠で
甲状腺摘出により血漿の非特異的ChEは増加すると述べ
ている。最近もGitman“）は18例の甲状腺機禽一壷進症患
奢で∬1錆ChEが上昇し，治療軽快により正常値に戻ると
報告している。しかし正常値を示すという報得も多く，沖
1［・τもBasedow氏病で上昇した例もあるがfr・フ・一ゼのよ
う’な菩明ではないとのべている。著者は甲状腺Hormonで
あるチラージン0．2gを試験管内で玉㌃清ChEに作用させた
ところChE活性度には何等変化が見られなかった。　Torda
鋤は実験的研究として脳下垂体Hormonを1日量0．5　mg
宛15日聞ご十日鼠の皮下に注射した場合脳のAch生内が
対照より50％増加するといい，Bensen等遷3）の研究によ
るとAdrenalinはO．OO15～O．006　Mの濃度でChEのAch
分解を抑制し，特異的ChEも非特異的ChEも同程度に抑
制をうけるという。同じくAdrenalinはTqrda＆Wolff
等4壬）によると10－s～10絹M濃度でおのおの40％から15
％増加させるといっている。この最低濃度は血中Adrena－
linの濃度に相当する点から彼等は交感神経刺戦後または
Adrenalin注射後にAch注射後と同様の症状を星するこ
との説明にAdrenalinがAch生成を促進する一方ChE作
用を抑制すると説明している。まta　Belenkov45＞は10，7～
10『9M漣度のAdrenalinではChE活性度の低下を来さレ
めるという。著者はAdrenalinの5，000倍溶液を用い試験
管内で変化は見られず，副腎皮質Hormonでも影響はなか
った。Torda＆Wolft’44）がChEに対するHormonの作用
をしらべたところではFollutein，　Esteron，　Progestin，
Testosterone，　Propjnate，　Pitressin等はGhEを10～20
％抑・制するといい，また脳のAch生成に対する卵胞Hor－
monの作用をしらべた成績では卵胞Hormonは副腎皮質
Hormonと反対にAch生成を増加させると報告している。
著者は卵胞HormonであるOvahormon　100単位，及び後
葉HormonであるHinterenin，　Pituitrin並びに前葉
Hormonについて試験管内において血清ChEに作用させ
たところ，何等抑制も増加も示さなかった。
　2＞2，3強心乱の血清ChEに及ぼす四幅：Achの生
成機序：に関してはCholineと酷酸がCholinacetylase酵素
とAdenosine－Triphospha七e（A．T．P．）の存在の下に合成さ
れることは広く確認されている。このA．T．P．の母体をな
すものはAdenosineであり，このAdenosineを主成分と
・なす心臓Hormon剤としてCardinonが広く利用されて
いるがこのCardinonを用いて試験管内実験を試みたとこ
ろ何等影響はなく，vi七aeampher，　Digi七amin等の強心剤
によっても血清ChEは何等影響されなかった。
　3）Vitamin　Biの血清ChEに及ぼす影響：Glick＆
Anヒopol’16）はChEはVB1によって抑制されるがこのV・Bl
の濃度は生体内における濃度より遙かに高濃度でありとい
い，V・B」欠乏に見る胃酸欠乏，頻脈，或る種の神経障碍
をChE抑．制障碍で説明せんとした，，またピ引臼燐酸一Ester
であるCo－CarboxyiaseとV・BiとのChE抑制の比較や，
ChEとV・Blの組織内分布をも比較した報告もある。西沢
はV・B［はChE抑制作用とAch作用の増強ありと報告し
ているが，著者は融着的測定法により前述の如くV・Biの
大量を添加してChEの抑制効果を検討したが殆ど変化が
認められず．AmmQn氏法によっても’第2表に示した如く
僅少の変化しか認められなかった。
　4（Vagostigminの血清ChEに及ぼす影響：従来
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ChEの特異性に関しては基質の相違及びChE阻止剤によ
る抑制の相違によって特異的，非特異的ChEた区別され
ていた。Vagostigminについては，第3図Aに示した如
くProsbigmin厩肥を有し，非特異的ChEを強く抑制す
る阻害剤である。著者の実験では試験管内においては第3
図Aの如く人血清，家兎並エ清何れにおいても7×10’iM
で殆ど100％抑制され1．4x10一，　Mにてほぼ40％，1．4×
10’一6Mにて始めてChE抑制作用が見られなくなっている。
このVagostigmin　1．O　ccを2．5kg前後の家兎に注射した
場合は第4図に示す如く試験管内と同様に注射後1～2時
間において活性度の抑制が見られたが，これはVagostig・
minの抑制作用が，非常に高度なることを思わせるもので
ある。
　5）抗Histamin劃並びに自律紳経遮断剤の血清ChE
に及ぼす彰響：著者の実験で非常に油川あることは試験
管内で抗Histamin剤及びImidalinが∬巳清ChE活性度を
抑制することである。　さてアレルギー及びAnaphylaxie
の本態に関しては今日なお不明の点が多いが，その一部に
おいてHistamin或いはAchが本現象の発生機序に1＝日：要
な役割を演じている4了）といわれている。従ってその解毒研
究が弐々と行われ，Histamin分解酵素Histaminaseの
試用，Histamin少量使用による脱感作法，或いはArginin
等の釦mino酸の応用等いろいろの研究がなされたが1942
年HalpernのAntergan，1945年Loew　u．　Kaiserの
Benadrylの発見に端を発し多数の製品が出るに至った。
これらはHistamin剤に対し明かに拮抗作用を有するが，
Achに対してもまだ明瞭に拮抗する。即ち寺井蝿による
抗Histamin剤が摘出家．兎腸管においてAchに拮抗し，
Achによる緊張上昇が抗Histamin剤により除去され，抗
Histamin剤による弛緩はAchによりその緊張が回復され
ることを実験している。この抗His七amin剤の」宜し清ChEに
及ぼす影響については最近北村lf））が皮膚疾患々轡に1日
100～150mg内服させた場合に投与後1週間にてゴ［L清ChE
活性度の上昇を来し，ついで下降するとの臨床実験がある
のみである。
　著者は生体外において抗Histamin剤が明かに血満ChE
を抑制する慕実を得た。即ち抗Histamin剤を前述の如く
Benadryl型であるRestamin，　BenadrinとPyribenza－
min型であるAnergenの2種類を使用したが，何れも8
×10－3M濃度では殆ど100％抑制し，8×10－5Mで約60
％，8×10－7M以上の濃度で始めてその抑制作用がなくな
っている。この抗Histamin剤のChE抑制作用は化～￥：構
造の上から見て三級アミンとしての一（CH2）2，一N（CH3＞L）基
の作用でないかとも考えられる。しかるに生体内にこれ等
を注射した場合には試験管内とは反対に一時的ではあるが
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活性度の増加が見られる。Restaminを生体内に接種した
場合にそのJ血中濃度を測愛することが出来ないが，この
ChE活性化の原因が血【†r　Res七aminによるという考えは
次の事実から否宗出来ると思われる。即ち著老は試験管内
においてRestaminのM濃度を8×10－7H以上に稀釈し
た場合にも孟L清中のChE活性度の増加は認められず，また
血清ChE活性度の増加が認められなかった3×10－7皿程
度のRestaminを上述の活性度の増加を見た血痂に加えて
もその低．ドは認められなかった。さらに当底10mgの注射『
茸を家兎に与えた場合，血清中のRestamin濃度をその循
環血液量から考えると恐らく8×10－5M程度含有せられる
ことになりこの濃度にては試験管内では却って抑制されて
いる。これ等から考えると血清中のChE活性度の増加は
Restaminによるものでなく，他の原因によると考えられ
る。この原因に関しては割出によると血清ChEと肝機能
が平衡関係にあるというもの多く，著者の第1篇において
も臨床的に肝疾患のあるものに血清ChE活性度の低下を
見た戚績からRestaminが一時的に肝臓を刺記してChE
の活性化を起し，血清ChEの増加を引き’起したとも考え
られるがこの解明には猶多くの疑問が残されている。
　一方Tetraethylammonium　Bromide（T．E．AB．）に関し
ては最近Kensler＆Elsser・”o）によると基質濃度0．OOIM
ではT．E．A．B．で47％活性度の抑制を示し，基質濃度が高
い場合には却って増加を見ると報告している。著者は基質
濃度O．025　MにおいてT．E．A．B．の5倍稀釈液を用いて試
験管内で実験した場合にChE活性度には何等変化を認め
なかった。かようなT．E．A．B．がCholinergic　Nerveの節
前神経の刺戟遮断剤である反面Benzyl－lmidalinはade－
renergic　NerVeの飾後：神経に作用してその支配下の細胞
を麻痺せしめ，．結果としてCholinergic　Nerveの作用を
能動的ならしめ胃液分泌の促進，腸管運動の促進，末梢並エ
管拡張という三作用を現わすことは多くの人々の実験5りに
より明かなことである。著者はBenzyl－lmidalinの11且清
ChEに対する作用を実験した結果明かに抑制を示し2×10
’“RM濃度でも猶抑制することを知った。文献5bによると
Benzyl－lmidalinは抗Histamin剤に対して拮抗し，かえ
ってHistamin作用．を増強すると∀・われている。
　以上の成績を綜合して考察するする時に分解酵素である
ChEとAchとの生体内における機能の発i現には幾多の問
題が残されていると考えら．れるがHistamin剤，抗Hista－
min剤，　Ach，　T．E．A．B．，　Benzyl－lmidalinが亡八こ構造上極・
めて類似している点も興昧ある間題と思われる。
　6）正常家兎臓器ChE及びRestamin注射における変
動：三瑚二，宿谷6）は人血球と血清のChEはその基質濃度
が明かに異なることを報告し，最近今野5L）’）は各動物の組織
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ChEについて従来血球，血浩のみに限局されていた基質濃
度とChE特異性との関係を研究し，組織についても同様
に基質濃度はChE活性度測定に際し充分考慮さるべぎ霊
大因子であるとともにChE特異性決定の手段たり得ると
報告している。
　従来臓器ChEの活性度は動物により，また測定方法に
より異なり，またその特異性についても異なっている。こ
れ等の成績と著者の成績とを比較検討することは無理であ
るが何れにせよ臓器ChEは各臓器によりChE活性度の相
違の存在する幕実は，その部位におけるChEの箪要な生
理的役割の現われと考えられる。殊に最近K：oelleは組織
化学的研究から腸管には非特異的ChEが存在し，しかも
生理実験の結果から生理学的に重要な意義を有する非特異
的ChEが存在するが故に，かかる非特異的ChEは生化学
的分類にとらわれず．個々の部位におけるChEの価値を
検討する必要ありとしているが，従来生理学的意義の少な
いと考えられていた非特異的ChEも特異的ChEと同様個
々の臓器，個々の組織について検討考察されねばならぬと
考えられる。
　著者の実験においてRestamin当意30　mgの大量を注
射した場合に肝，心，脾において一過性に著明な抑制を示
した。このように高濃度の場合，上記の各臓器がともに強
い抑．制の見られることはHobbiger「’3）が抗ChE剤である
Tetraethylpyrophosphate（T．E．？．P．）を白鼠，モルモット
に投与した実験でその高濃度を使用した場合に脳以外の諸
組織に強いChE抑制が見られた成績と一致している。　し
かるに大脳GhEは高濃度の場合にもかかわらず30分後に
活性度に軽度の増加が見られた。Hobbiger：：｝）は脳ChEは
他の組織とは別にT．E．P．P．の高濃度に対して抑制され難
い臓器であり，その理由として一つはblood－brain　barrier
の干渉により，一つはT．EP．P．のLipoid溶解性の低いこ
とで説明しているが，著名の配点却って活性度の増強を見
たものでHobbigerの説明では理解し難いものである。
　そもそも大脳が他の組織に比較してAch形成作用が最
も強いことは諸家の実験により確実であり，　このAehと
表裏の関係にあるChEの活性度も他の組織に比較して著
しく高いことは著者の実験によっても明かである。
　かように生理挙的意義の大きい大脳ChEが極めて高濃
度のRestalnin投与により一［寺的ではあるが活性度の増加
を来した事実は大脳におけるChEそのものの酵素学的特
’異性によるか，或はRestaminの高濃度が大脳内における
物質代謝の異常を招来し，その結果ご次的に招来された現
象とも解釈される。前述の如くtin？de　ChEは肝臓ChEとの
聞に関述性を有する事実が一■般に認められているが本実験
の結果はRestamin大量投与により前エ清ChEは一時的に
増加するに反し肝臓ChEは一時的に減少し，却って大脳
ChEは一時的に増加するという成績となり血清ChEと大
脳ChEとの間に開連性を見る結果となっている。この点
は解明に猶幾多の実験を必’要とするが，ChEの特異性の面
から見ると，大脳，1血清ともに特異的ChEの態度を示す
に反し，肝では非特異的ChEの態度を示すという酵素単
的特異性の問題も：重要視しなければならない。また本実験
の如く当班30mgの大量を注射した場合に実験家兎は注射
後30分～1時間にて痙攣発作を起すためSchockに関す
る種々の条件も考慮さるべぎ問題と思われるが，正常家兎
臓器ChE測定の場合にも室気樫塞死により屠殺せしめる
ので，かかる場合にも一時的にSchockを起すものであり
Schockその・ものの影響は一一一・rel否定し得ると考える。
結 論
　1）抗Histamin剤は試験管内においてノ蝋エ清及び家兎
」打L清ともにそのChE活性度を．明かに抑制した。　しかるに
当妊101ngを家兎に注射した場合，注射後1～2時問にて
一時的に血清ChEを活性化した。
　2）Vagostigminは試験管内において明かに」1旺清ChE
を抑制し，　これを家兎に注射した場合にも1～2時間で血
清ChE活性度を抑制した。
　3）Vitamin　Blは高濃度でも僅少の抑制しか示さなか
った。
　4）T．E．A．B．は血清ChE作用への影響は認められなか
つTC］u
　5）Benzy1－lmidalinはChE抑．制作用があった。
　6）各種Hormon剤も試験管内において拍エ清ChEに対
し殆ど変イヒを与えなかった。
　7）抗Histamin剤当妊30mgを家兎に．注射した場合非
特異的ChEを含む肝，心，脾等の臓器ChEは注射後30分
にて一時的に活性度の抑．制が見られ，大脳，高等の特異的
ChEは大脳において軽度の増加傾向を認めたが，腎におい
ては不変であった。
　　（本研究は文部省嘉応研究費助成金並びに北海道科学研
究費補助金によった。ここに深甚の謝意を溢す。なお本論
文の要旨は昭和27年10月第4回北日本小児科牽会にて
発表した。）
　稿を終るに臨み，本研究に種々御援助を賜った本学生理
学教室永非，宮崎両教授並びに教室員各位に深甚の謝意を
表す。
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S服皿mary
　　　The　effect　of　various　drugs　including　vagostigmin　and　antihistaminic　drugs　on　ChE－
activity　in　serum　and　tissues　of　human　and　rabbit　was　sttidied．　For　this　purpose　ChE－
activity　wa＄　measured　by　Miyazaki’s　method，　referred　to　in　part　1．　The　results　obtained
are　as　follows：
　　　　1）　ln　vitro，　antihistaminic　drugs　（Benadrin　and　Anergen）　inhibits　ChE－activity　in
human　and　rabbit　serum．　ln　vivo，　ChE－activity　in　serum　showed　a　momentary　increase
within　one　or　two　hours，　following　injection　of　antihistamiriic　drugs　at　the　rate　of　10　mg．
per　kg．　b．　ody　weight．
　　　　2）　Remarkable　inhibition　of　ChE－activity　in　rabbit　serum　occured　by　vagostigmin
administration　in　vitro　and　in　vivo．
　　　　3）　Vitamin　B　inhibited　ChE－activity　but　to　a　slight　extent，　notwithstanding　injec－
tion　in　high　concentrations．　’
　　　　4）　While　benzyl－imidalin　inhibited　ChE－activi’ty　in　rabbit　serum，　tetraethylammonium
bromide　showed　rio　sign　of　inhibition　in　vitro．
　　　　5）　Even　a’fter　injection　of　antihistaminic　drugs　at　the　rate　of　30　mg．　per　kg．　body
weight，　ChE－activity　in　rabbi’t　liver，　heart　and　spleen　containing　so－ca11ed　non－specific
ChE．　showed　but　a　momentary　decrease　within　30　minutes，　while　in　ChE－activity　in
cerebrum　a　tendency　of　a　slight　increase　was　noted，　and　in　kidney　’ChE－activity　was
confined　within　normal　，range，　both　of　which　contain　so－called　specific　ChE．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　’　（Received　July　19，　1955）
